
     

第
二
百
一
回
国
会
に
お
け
る
麻
生
財
務
大
臣
の
財
政
演
説 

    

令
和
二
年
六
月
八
日 



 

一 

 

 

今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
必
要
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
令
和
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
を
提

出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。 

 （
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
等
と
令
和
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
基
本
的
な
考
え
方
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
内
外
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
感
染
拡
大
の
防
止

の
取
組
を
進
め
つ
つ
、
社
会
経
済
の
活
動
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
完
全
な
日
常
を
取
り
戻
す
ま
で

に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
引
き
続
き
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
国
民
・
事
業
者
の
方
々
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
雇
用
と
事
業
と
生
活
を
守

り
抜
く
と
と
も
に
、
次
な
る
流
行
の
お
そ
れ
に
万
全
の
備
え
を
固
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基

づ
き
、
令
和
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
を
強
化
す
る
た
め
、
財
政
支
出
約
七
十
三
兆
円
、
事
業
規
模
約
百
十
七
兆
円
の
令
和
二

年
度
第
二
次
補
正
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。 

主
な
対
応
策
と
し
て
、
第
一
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
等
と
家
賃
支
援
給
付
金
の
創
設
に
よ
り
、
人
件
費
と
家
賃
と
い



 

二 

 

 

う
固
定
費
へ
の
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
し
ま
す
。
第
二
に
、
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
等
の
大
幅
拡
充
に
加
え
、
資
本
性
資

金
の
供
給
等
を
行
い
、
企
業
等
の
資
金
繰
り
対
応
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
第
三
に
、
地
方
自
治
体
向
け
に
、
医
療
・
介
護
等
の

交
付
金
と
臨
時
交
付
金
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
組
を
国
と
し
て
全
力
で
支
援
し
ま
す
。
第
四
に
、
今
後
の
長
期
戦

を
見
据
え
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
を
、
更

に
積
み
増
し
、
今
後
の
対
応
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
ま
す
。 

 （
令
和
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
（
第
二
号
、
特
第
二
号
及
び
機
第
二
号
）
の
大
要
） 

次
に
、
令
和
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
額
で
約
三
十
一
兆
九
千
百
億
円
の
歳
出
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容

と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
費
と
し
て
、「
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
等
」
に
係
る
経
費
に
約
四
千
五
百

億
円
、
「
資
金
繰
り
対
応
の
強
化
」
に
係
る
経
費
に
約
十
一
兆
六
千
四
百
億
円
、
「
家
賃
支
援
給
付
金
の
創
設
」
に
係
る
経
費
に

約
二
兆
二
百
億
円
、
「
医
療
提
供
体
制
等
の
強
化
」
に
係
る
経
費
に
約
二
兆
九
千
九
百
億
円
、
「
そ
の
他
の
支
援
」
に
係
る
経
費

に
約
四
兆
七
千
百
億
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
を
十
兆
円
計
上
す
る
と
と
も
に
、
国
債
整
理
基
金
特
別



 

三 

 

 

会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
約
千
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
財
源
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
議
員
歳
費
を
約
二
十
億
円
減
額
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
に
お
い

て
、
建
設
公
債
を
約
九
兆
三
千
億
円
、
特
例
公
債
を
約
二
十
二
兆
六
千
百
億
円
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
、
令
和
二
年
度
一
般
会
計
第
二
次
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
第
一
次
補
正
後
予
算
に
対
し
て
歳
入
歳
出

と
も
に
約
三
十
一
兆
九
千
百
億
円
増
加
し
、
約
百
六
十
兆
二
千
六
百
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
等
の
大
幅
拡
充
に
加
え
、
資
本
性
資
金
の
供
給
等
を
行

い
、
企
業
等
の
資
金
繰
り
対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
、
約
三
十
九
兆
四
千
三
百
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
の
十
兆
円
の
追
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
第
二
波
、
第
三
波
が
襲

来
し
、
事
態
が
大
幅
に
深
刻
化
し
た
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
五
兆
円
程
度
の
予
算
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
幅
を
も
っ
て
み
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
第
一
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
、

雇
用
維
持
や
生
活
支
援
の
観
点
か
ら
一
兆
円
程
度
、
第
二
に
、
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金
な
ど
、
事
業
継
続
の
観
点



 

四 

 

 

か
ら
二
兆
円
程
度
、
第
三
に
、
地
方
自
治
体
向
け
の
医
療
・
介
護
等
の
交
付
金
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
等
の
強
化
の
観
点
か
ら

二
兆
円
程
度
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
上
で
、
今
後
の
長
期
戦
の
中
で
は
、
事
態
が
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
に
つ
き
ま
し
て
、
予
見
し
難
い
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
迅
速
か
つ
十
分
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
万

全
を
期
す
た
め
、
更
に
五
兆
円
程
度
の
予
備
費
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
予
備
費
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
適
時
適
切
に
国
会
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 （
む
す
び
） 

以
上
、
令
和
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御

賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   




